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宇多津臨海地区都市再生整備計画事業

平成30年度　～　令和4年度　（5年間） 香川県宇多津町

・宇多津臨海公園内の産業資料館への来場者数を14,855人／月から17,800人／月に増やす。
・地区の交通結節拠点である、ＪＲ宇多津駅の平均乗降客数を4,518人／日から4,985人／日に増やす。
・アンケート調査において、「公園・緑地の整備」、「観光の振興」、「市街地の整備」、「道路・交通網の充実」の満足度調査の平均値を2.55から1.96に高める。

宇多津臨海公園内の産業資料館への来場者数

地区の交通結節拠点である、ＪＲ宇多津駅の乗降客数

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H30 R1 R2 R3 R4 策定状況

1-A-1 都市再生 一般 宇多津町 直接 宇多津臨海地区都市再生整備計画 1,025.5

合計 1,025.5

Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 個別施設計画 備考
種別 種別 対象 間接 H30 R1 R2 R3 R4 策定状況

合計 0

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H30 R1 R2 R3 R4

合計 0

番号 備考

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業

事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H30 R1 R2 R3 R4

合計 0

番号 備考一体的に実施することにより期待される効果

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者
要素となる事業名

（事業箇所）

事業内容
市町村名

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）（面積等）

全体事業費
（百万円）

費用便益比
（延長・面積等）

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名
全体事業費
（百万円）

番号 事業者 要素となる事業名
事業内容

市町村名
事業実施期間（年度）

宇多津町 道路、高質空間形成施設他 宇多津町

事業者
要素となる事業名

市町村名
全体事業費
（百万円）

費用便益比
（事業箇所）

0百万円 Ｃ 0百万円 Ｄ 0百万円
効果促進事業費の割合

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
1,025.5百万円 Ａ 1,025.5百万円 Ｂ 0.0%

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

交付対象事業

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値
（R4末）

（H28）

14,855人/月 17,800人/月

(H28)

4,518人/日 4,985人/日

「公園・緑地の整備」、「観光の振興」、「市街地の整備」、「道路・交通網の充実」の４項目における満足度の平均値
（満足している１⇔５不満である）

(H25)

2.55 1.96

社会資本総合整備計画 令和３年３月

計画の名称

計画の期間 交付対象
計画の目標

 大目標　 コンパクトで賑わい・活気に満ち溢れた楽しめる市街地形成を図る。
　目標１ 　宇多津臨海公園を核とした交流拠点及び周辺整備を実施し、新都市における賑わいの再生を目指す。
　目標２　 訪れた人が徒歩や自転車で街を周遊しやすい環境づくりを目指す。

　　計画の成果目標（定量的指標）



交付金の執行状況
（単位：百万円）

未契約繰越＋不用率が10％を超えている
場合その理由

未契約繰越＋不用率
(h = (g+h)/(c+d)）

0.000 0.000 0.000

不用額
（h = c+d-e-f）

0.000 0.000 0.000

うち未契約繰越額
（g）

0.000 0.000 0.000

翌年度繰越額
（f）

15.600 0.000 0.000

支払済額
（e）

26.000 256.600 55,000

前年度からの繰越額
（d）

0.000 15.600 0.000 0.000

交付額
（c=a+b）

41.600 241.000 55.000 56,390

計画別流用
増△減額
（b）

15.000 0.000 0.000 0.000

配分額
（a）

26.600 241.000 55.000 56,390

H30 R1 R2 R3 R4



（参考図面）
計画の名称 宇多津臨海地区都市再生整備計画

計画の期間 平成３０年度　～　令和４年度　（５年間） 香川県 宇多津町交付対象


